<書評> 高村学人著『コモンズからの都市再生 : 地域共同管理と法の新たな役割』 by 沖 依子










































たつの概念「Common Pool Resource ; コモンプー
ル財」，「Common Property Regime ; 共的な管理・
所有制度」を明確にしながら，著者は，資源を管理
す る 仕 組 み や 所 有 制 度 に 注 目 し た「Common 
Property Regime」を概念のコアと位置づけた。
オストロムが分類したふたつの資源構成要素「単
































































五十嵐 敬喜 他 著『「都市計画法改正─「土地総有」
の提言』（第一法規 2009）があり，そこでは，人口
減少・高齢化に直面する日本の都市問題のソリュー
ションとして，所有権と利用権を分離し，利用権を
地域住民らに取り戻す，「都市型総有」の提言がな
されており，奇しくも同じタイミングで，自身の研
究における法的理論を確認することができた。
第５章「まちなか居住とマンション・コミュニティ」
より
人口減少時代の具体的な政策として採られた「ま
ちなか居住」の具体例を，草津駅近にある５つの大
規模マンションに取り，草津市の中心市街地政策へ
の目的寄与を分析すると同時に，第１章で取り上げ
た都市のローカル・コモンズを維持管理していく論
理枠組みを適用して，マンション・コモンズの育成
要素を検証している。
特に，「まちなか居住推進の功罪」（p.195）につ
いては，筆者が論文を通じて描きあげたい未来シナ
リオの実現可能性を確認することができた。コンパ
クトで環境負荷が少ない都市づくりの解のひとつと
して期待された「まちなか居住」群は，草津市郊外
からではなく，草津市外からの流入者が最も多く，
拡大した市街地の集約という期待効果をもたらすも
のではなく，いわゆるコンパクト・シティ化の阻害
要因を明示している。
一方で，マンション特有の「中古物件」のありか
た，特に流動性の高い購入者に「地域コミュニティ」
の持続可能性に関する認識が欠如していることへの
警鐘とそれを逆手にとった機会の提示は，筆者が描
きたかったシナリオに新たな視点を加える契機に
なった。
おわりに
大学卒業後，経済が右肩上がり環境下で就業し，
東京という，世界でも屈指の都市の恩恵を受けて仕
事をしてきた。2008年から始まった「人口減少社会」
という現実の前に，「2060年，人口8,700万人に向
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かって，膨張した都市およびその郊外に住む市民の
生活圏はどう変わっていくのか」，自身の中で問題
認識がわきあがり，「本格的に研究したい。」という
思いに駆られて，大学院で学ぶことを決めた。
本稿執筆を機に，本書で提示された理論枠組みを
確認し，改めて，大学院に進学し，竣工後40年を経
た都市郊外の未来シナリオ策定に取り組む意義が確
信できたことを，最後に申し添えて締めくくりた
い。
注
１　本書では高松市・丸亀町商店街および長浜市の株式会
社・黒壁の事例とりあげた平竹耕三の研究を取り上げて
いる。
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